
（20.9％）となっている。70歳以上では「特に
必要がない」（19.8％）が最も多い（図1－2－
5－5）。

（3）高齢者の世代間交流
ア　約6割の高齢者が若い世代との交流に参加

したいと考えている
高齢者の若い世代との交流の機会への参加意
向についてみると、参加したいと考える人の割
合（「積極的に参加したい」、「できるかぎり参
加したい」と回答した人の合計）は平成25
（2013）年で59.9％となっており、10年前（15
（2003）年）に比べると7.2ポイント増加してい
る（図1－2－5－6）。

イ　世代間交流を促進するための必要条件は
「交流機会の設定」
高齢者が世代間の交流を促進するために必要

だと思うことをみると、「交流機会の設定」
（31.7％）が最も多く、次いで「高齢者が参加
しやすくなるための交通機関の整備など」
（28.9％）となっている（図1－2－5－7）。

6　高齢者の生活環境

（1）高齢者の住まい
ア　高齢者の8割は現在の住居に満足しており、

体が弱っても自宅に留まりたい人が多い
60歳以上の高齢者に現在の住宅の満足度に
ついて聞いてみると、「満足」又は「ある程度
満足」している人は総数で76.3％、持家で
79.1％、賃貸住宅で56.6％となっている（図1
－2－6－1）。
さらに、現在の住宅の不満な点を聞いてみる
と、「住宅が古くなったりいたんだりしている」
が63.8％と最も多く、「住宅の構造や設備が使

図1－2－5－4 　高齢者が行っている生涯学習（複数回答）

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0
（％）

生涯学習をしたことがある（小計）

健康・スポーツ
（健康法、医学、栄養、ジョギング、水泳など）

趣味的なもの（音楽、美術、華道、
舞踊、書道、レクリエーション活動など）

職業において必要な知識・技能（仕事に関係のある
知識の習得や資格の取得など）

教養的なもの（文学、歴史、科学、語学など）

家庭生活に役立つ技能（料理、洋裁、和裁、編み物など）

ボランティア活動のために必要な知識・技能

社会問題に関するもの
（社会・時事、国際、環境など）

育児・教育（家庭教育、幼児教育、教育問題など）

就職や転職のために必要な知識・技能
（就職や転職に関係のある知識の習得や資格の取得など）

自然体験や生活体験などの体験活動
情報通信分野の知識・技能

（プログラムの使い方、ホームページの作り方など）

生涯学習をしたことがない

その他

わからない

60～ 69歳
70歳以上

47.3
46.8

52.4
53.0

6.3
2.8

24.6
24.9

12.6

8.0
3.0

1.8
0.9
1.3
4.2

2.6
1.8
1.8

0.3
0.3

0.9
1.0

5.1
6.7

9.3
7.5

10.2
10.8

23.7
20.3

資料：内閣府「教育・生涯学習に関する世論調査」（平成27年）
（注）調査対象は全国20歳以上の日本国籍を有する者だが、そのうち60歳以上の回答を抜粋して掲載
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図1－2－5－5 　高齢者が生涯学習を行っていない理由（複数回答）

40.8

20.9

13.6

12.6

9.2

8.3

4.9

7.8

8.7

16.0

16.7

14.6

5.2

5.2

3.6

7.8

3.1

21.4

19.8

15.6

4.7

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

仕事が忙しくて時間がない

きっかけがつかめない

一緒に学習や活動をする仲間がいない

必要な情報（内容・時間・場所・
費用など）がなかなか入手できない

身近なところに施設や場所がなかったり、
学習の内容や時間帯が希望に合わない 

家事・育児などが忙しくて時間がない

費用がかかる

その他

特に必要がない

特に理由はない

5.3
わからない

（％）

60 ～ 69歳
70歳以上

資料：内閣府「生涯学習に関する世論調査」（平成24年）
（注）調査対象は全国20歳以上の日本国籍を有する者だが、そのうち60歳以上の回答を抜粋して掲載

図1－2－5－6 　若い世代との交流の機会の参加意向

積極的に参加したい できるかぎり参加したい あまり参加したくない
全く参加したくない わからない

14.0

11.0

11.5

45.9

41.7

43.1

23.9

26.2

30.1

14.0

13.1

7.7

7.9

7.6

0 20 40 60 80 100（％）

平成25年度

平成15年度

平成5年度

2.4

資料：内閣府「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査」（平成25年）
（注）調査対象は、全国の60歳以上の男女
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いにくい」（32.2％）、「家賃、税金、住宅維持費
等の経済的負担が重い」（24.8％）と続いてい
る。

イ　高齢者は家庭内事故が多く、最も多い事故
時の場所は「居室」
医療機関ネットワーク事業の参画医療機関か
ら国民生活センターに提供された事故情報によ

図1－2－5－7 　高齢者の世代間交流を促進するために必要なこと（複数回答）
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若
い
世
代
の
ゆ
と
り
の
拡
大
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の
他
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（％）

9.8

平成25年（n＝1,999）
平成15年（n＝2,860）
平成5年（n＝2,385）

資料：内閣府「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査」（平成25年）
（注1）調査対象は、全国の60歳以上の男女

図1－2－6－1 　現在の住居に関する満足度

満足している ある程度満足している 不満である わからない 無回答やや不満である

総数

持家

賃貸住宅

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

31.9

34.6

12.5 44.1 22.6 12.9 3.0

0.9

2.23.714.244.5

44.4 15.0 4.8 1.3

4.8

2.6

（％）

資料：内閣府「高齢者の日常生活に関する意識調査」（平成26年）
（注）対象は、全国60歳以上の男女
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ると、65歳以上の高齢者が20歳以上65歳未満
の人より住宅内での事故発生の割合が高い。事
故の発生場所は、「居室」が45.0％と最も多く、
「階段」18.7％、「台所・食堂」17.0％と続いて
いる（図1－2－6－2）。

（2）高齢者の居住環境
60歳以上の高齢者が、外出時の障害と感じ
ていることをみてみると、「特にない」が
44.5％であるが、障害と感じている事柄は、「道
路に階段、段差、傾斜があったり、歩道が狭
い」が15.2％と最も多く、「ベンチや椅子等休
める場所が少ない」（13.7％）、「バスや電車等公
共の交通機関が利用しにくい」（13.4％）と続い
ている（図1－2－6－3）。

（3）高齢者の安全・安心
ア　交通事故死者数に占める高齢者の割合は5

割を超える
平成27（2015）年中における65歳以上の高
齢者の交通事故死者数は、2,247人で、前年よ
り54人増加し、交通事故死者数全体に占める
高齢者の割合は54.6％となった（図1－2－6
－4）。

イ　高齢者の刑法犯罪被害認知件数に占める割
合は増加傾向
犯罪による65歳以上の高齢者の被害の状況
について、刑法犯罪被害者認知件数でみると、
全刑法犯罪被害者認知件数が戦後最多を記録し
た平成14（2002）年に22万5,095件となり、
ピークを迎えて以降、近年は減少傾向にある
が、高齢者が占める割合は、26（2014）年は

図1－2－6－2 　高齢者の家庭内事故

71.4

9.0 8.0 4.7 2.6 0.7 2.8 0.6

77.1

6.9 8.2
3.3 1.5 0.3 2.4 0.3

0

20

40

60

80

100

35.1
38.1

2.7 4.3
2.0

12.9

0.2 0.2 1.4

45.0

17.0

2.9 2.5
5.2

18.7

1.5 2.2
4.4

0

10

20

30

40

50
（％）

（％） 事故発生場所

事故発生場所詳細（屋内）

居室 台所・食堂 洗面所 風呂場 玄関 階段 トイレ 廊下 その他

住宅 一般道路 民間施設 公共施設 公園・遊園地 その他 不明海・山・川等
自然環境

20歳以上65歳未満 65歳以上

20歳以上65歳未満 65歳以上

資料：国民生活センター「医療機関ネットワーク事業からみた家庭内事故─高齢者編─」（平成25年3月公表）
（注1）平成22（2010）年12月〜平成24（2012）年12月末までの伝送分。
（注2）事故発生場所詳細（屋内）については、不明・無回答を除く。
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